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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期
第３四半期
連結累計期間

第71期
第３四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 6,393,928 5,330,990 8,519,532

経常損失（△） (千円) △26,551 △85,643 △120,025

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失（△）

(千円) △191,519 △513,479 △336,982

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △206,250 △445,414 △452,673

純資産額 (千円) 8,608,630 7,912,061 8,362,207

総資産額 (千円) 12,434,391 11,151,466 12,037,268

１株当たり四半期(当期)純損失（△） (円) △205.57 △551.15 △361.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 69.2 71.0 69.5
 

　

回次
第70期
第３四半期
連結会計期間

第71期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △25.79 △250.24
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。
 

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により景気は大

きく影響を受けました。また、新型コロナウイルス感染症の終息時期が見通せず景気の先行きは不透明な状況と

なっております。

このような状況のもと、当社グループとしましては、如何なる環境変化にも対応して、持続的発展を遂げられる

よう、全力を使って付加価値を創出する、を基本方針に、「グローバル展開」、「付加価値の創出」、「生産拠点

の整備」、「強固な事業基盤の構築」を重点施策として持続的発展を目指してまいりました。2020年５月には、日

本毛織株式会社及びアンビック株式会社と資本業務提携を行いました。これにより、「①各事業分野における人材

交流、②国内外における製造インフラの相互利用、③購買、販売、管理などの協業、④研究、商品開発における協

業、⑤海外事業の推進に向けた協業」といった取り組みを進め、中長期的に当社グループの事業構造改革及び事業

拡大を図ってまいります。

当社グループの業績につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により販売が大きく減少しましたが、特

に、展示会等のイベント中止の影響を受けた建装資材、自動車生産減少の影響を受けた自動車資材が大きく減少し

ました。事業構造改革の一環として、不採算となっていた帽子事業から撤退したほか、2020年11月に当社館林工場

の閉鎖を決定し、2021年１月末で生産を停止いたしました。また、2020年10月30日に当社一関工場にて火災が発生

し、工場１棟を全焼いたしました。近隣の皆様をはじめ、お取引先様、関係者の皆様にご迷惑とご心配をおかけし

深くお詫び申し上げます。なお、一関工場では一部生産を再開しております。その結果、売上高は5,330百万円（前

年同四半期比83.4%）となりました。損益面におきましては、費用の見直し等を行いましたが、売上高減少の影響の

ほか、たな卸資産の収益性の低下による簿価切り下げ率の見直しの影響もあり営業損失241百万円（前年同四半期は

営業損失80百万円）となり、雇用調整助成金等の受給による助成金収入もあり経常損失85百万円（前年同四半期は

経常損失26百万円）となりました。また、固定資産除却損、減損損失、災害による損失、老朽化した本社工場の一

部建物の撤去に伴う固定資産解体費用、帽子事業からの撤退及び館林工場の閉鎖に伴う事業整理損、一関工場の火

災損失計上の影響もあり、親会社株主に帰属する四半期純損失は513百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する

四半期純損失191百万円）となりました。
 

セグメントの業績は次のとおりであります。
 

環境・エネルギー資材　

環境資材については、耐熱フィルター、触媒ロフの販売が堅調に推移し、工業用フィルターの販売が好調に推移

しました。エネルギー資材につきましては、ＮＡＳ電池電極材の減少により販売は減少しました。その結果、売上

高1,382百万円（前年同四半期比101.7％）、セグメント利益51百万円（前年同四半期比95.6％）となりました。
 

工業資材　

工業資材については、販売は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により軟調に推移しました。また、館林工

場の閉鎖を決定いたしました。その結果、売上高2,218百万円（前年同四半期比90.5％）、セグメント利益323百万

円（前年同四半期比87.9％）となりました。
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建装・自動車資材　

新型コロナウイルス感染症拡大の影響が大きく、建装資材については、カーペットが使用される展示会の中止が

相次いだことにより販売は前年同四半期に比べ大きく減少し、自動車資材につきましては、自動車メーカーの生産

減少の影響により販売は減少しました。その結果、売上高1,465百万円（前年同四半期比66.2％）、セグメント損失

55百万円（前年同四半期はセグメント利益109百万円）となりました。
 

その他　

その他事業については、販売は減少しました。また、不採算となっていた帽子事業から撤退いたしました。その

結果、売上高264百万円（前年同四半期比71.8％）、セグメント損失25百万円（前年同四半期はセグメント利益12百

万円）となりました。
 

　　財政状態

当第３四半期連結会計期間末における財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末に比べて885百万円減

少し、11,151百万円となりました。これは主に、商品及び製品が587百万円、受取手形及び売掛金が281百万円、建

物及び構築物が183百万円、原材料及び貯蔵品が154百万円それぞれ減少し、現金及び預金が419百万円増加したこと

等によるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて435百万円減少し、3,239百万円となりました。これは主に、電子記録債務が

270百万円、買掛金が202百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ450百万円減少し、7,912百万円となりました。これは主に、利益剰余金が518

百万円減少し、その他有価証券評価差額金が122百万円増加したこと等によるものです。
 

（２）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。
 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
 

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は54百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2021年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,000,000 1,000,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
100株であります。

計 1,000,000 1,000,000 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年12月31日 － 1,000,000 － 1,716,300 － 1,599,813
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 68,300

 

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 930,600
 

9,306 －

単元未満株式 普通株式 1,100
 

－ －

発行済株式総数 1,000,000 － －

総株主の議決権 － 9,306 －
 

(注)１.当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式56株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2020年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社フジコー

兵庫県伊丹市行基町1－5 68,300 － 68,300 6.83

計 － 68,300 － 68,300 6.83
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社フジコー(E00612)

四半期報告書

 6/20



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,826,233 2,246,061

  受取手形及び売掛金 2,027,452 ※1  1,745,802

  電子記録債権 743,093 ※1  673,488

  有価証券 － 200,360

  商品及び製品 1,437,844 850,101

  仕掛品 336,991 260,591

  原材料及び貯蔵品 517,046 362,414

  その他 231,812 256,253

  貸倒引当金 △5,600 △5,875

  流動資産合計 7,114,874 6,589,197

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 3,277,539 3,095,955

    減価償却累計額 △1,997,123 △1,999,490

    建物及び構築物（純額） 1,280,416 1,096,465

   機械装置及び運搬具 5,570,539 4,928,380

    減価償却累計額 △5,239,490 △4,691,533

    機械装置及び運搬具（純額） 331,049 236,846

   土地 1,575,504 1,577,844

   建設仮勘定 13,846 14,569

   その他 517,410 520,984

    減価償却累計額 △318,224 △344,151

    その他（純額） 199,185 176,832

   有形固定資産合計 3,400,002 3,102,558

  無形固定資産   

   ソフトウエア 80,048 81,328

   ソフトウエア仮勘定 13,007 5,954

   その他 32,615 26,269

   無形固定資産合計 125,670 113,551

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,233,944 1,203,551

   繰延税金資産 22,694 19,362

   その他 146,667 127,519

   貸倒引当金 △6,586 △4,274

   投資その他の資産合計 1,396,720 1,346,158

  固定資産合計 4,922,393 4,562,268

 資産合計 12,037,268 11,151,466
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  電子記録債務 674,016 ※1  403,692

  買掛金 517,863 315,280

  短期借入金 400,000 550,000

  1年内償還予定の社債 60,000 60,000

  1年内返済予定の長期借入金 35,900 100,000

  未払法人税等 65,181 18,329

  賞与引当金 133,076 30,208

  資産除去債務 － 129,019

  その他 391,256 409,626

  流動負債合計 2,277,293 2,016,156

 固定負債   

  社債 210,000 180,000

  長期借入金 100,000 －

  繰延税金負債 58,192 108,534

  退職給付に係る負債 724,333 664,746

  その他 305,241 269,966

  固定負債合計 1,397,767 1,223,248

 負債合計 3,675,061 3,239,405

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,716,300 1,716,300

  資本剰余金 1,599,813 1,599,813

  利益剰余金 5,061,631 4,543,494

  自己株式 △223,243 △223,316

  株主資本合計 8,154,501 7,636,290

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 137,189 259,718

  為替換算調整勘定 107,823 44,448

  退職給付に係る調整累計額 △37,307 △28,395

  その他の包括利益累計額合計 207,706 275,770

 純資産合計 8,362,207 7,912,061

負債純資産合計 12,037,268 11,151,466
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 6,393,928 5,330,990

売上原価 4,954,855 4,278,998

売上総利益 1,439,072 1,051,991

販売費及び一般管理費 1,519,719 1,293,958

営業損失（△） △80,647 △241,966

営業外収益   

 受取利息 8,032 7,208

 受取配当金 16,147 13,647

 不動産賃貸料 62,741 54,341

 為替差益 － 4,811

 助成金収入 － 67,762

 受取補償金 － 11,145

 その他 15,987 16,388

 営業外収益合計 102,908 175,305

営業外費用   

 支払利息 11,077 12,150

 売上割引 6,107 －

 不動産賃貸原価 5,992 5,993

 為替差損 19,767 －

 その他 5,866 838

 営業外費用合計 48,812 18,982

経常損失（△） △26,551 △85,643

特別利益   

 投資有価証券売却益 6,673 －

 受取保険金 ※1  37,441 ※1  1,322

 特別利益合計 44,114 1,322

特別損失   

 固定資産除却損 5,476 ※2  19,888

 減損損失 ※3  10,984 ※3  16,795

 災害による損失 ※4  19,658 ※4  1,030

 固定資産解体撤去費用 ※5  114,718 ※5  18,946

 事業整理損 － ※6  215,750

 火災損失 － ※7  107,020

 特別損失合計 150,837 379,432

税金等調整前四半期純損失（△） △133,274 △463,753

法人税、住民税及び事業税 51,565 47,493

法人税等調整額 6,679 2,232

法人税等合計 58,245 49,726

四半期純損失（△） △191,519 △513,479

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △191,519 △513,479
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純損失（△） △191,519 △513,479

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 17,945 122,529

 為替換算調整勘定 △32,658 △63,375

 退職給付に係る調整額 △17 8,911

 その他の包括利益合計 △14,731 68,064

四半期包括利益 △206,250 △445,414

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △206,250 △445,414

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計上の見積りの変更)

当社は、たな卸資産の評価基準について、取得もしくは生産から一定の期間を超える場合に原則として滞留期間

に応じて定めた率に基づき帳簿価額を切り下げた価額をもって貸借対照表価額としておりました。この度、商品ラ

イフサイクルを把握するための十分な期間のデータが蓄積されたことに伴い、第１四半期連結会計期間より、たな

卸資産に係る収益性の低下の事実をより適切に財政状態及び経営成績に反映させるため、帳簿価額を切り下げる率

を変更しております。

この結果、変更前の方法と比べて、当第３四半期連結累計期間の売上原価が95,181千円増加し、営業損失、経常

損失、税金等調整前四半期純損失はそれぞれ95,181千円増加しております。

 
(追加情報)

会計上の見積り

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今

後の広がり方や収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しており

ます。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

等を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

受取手形 －千円 26,296千円

電子記録債権 －千円 101,420千円

電子記録債務 －千円 40,886千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

　※１　受取保険金

前第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

2018年の台風21号等の被害に対する受取保険金であります。
 

当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

2020年の台風10号の被害に対する受取保険金であります。
 

　※２　固定資産除却損

当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

本社工場の老朽化した建造物の解体に関する有形固定資産の除却損等であります。
 

　※３　減損損失

前第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

当社グループは、以下の資産グループの固定資産について減損損失を計上しております。

(単位：千円)

場所 事業部門 用途 種類 減損損失金額

 当社石岡工場 自動車資材 事業用資産
　機械装置及び運搬具 7,107

　建設仮勘定 3,877

合計 10,984
 

当社グループは、原則として、事業用資産については事業の種類を考慮してグルーピングを行い、遊休資産等

については個別資産ごとにグルーピングを行っております。

営業損益が継続してマイナスとなっている事業用資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、10,984

千円を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当資産の回収可能価額は使用価値により測定してお

り、将来キャッシュ・フローがマイナスであることから備忘価額により評価しております。
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当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

当社グループは、以下の資産グループの固定資産について減損損失を計上しております。

(単位：千円)

場所 事業部門 用途 種類 減損損失金額

当社本社工場 環境資材 事業用資産 　機械装置及び運搬具 3,754

当社石岡工場 自動車資材 事業用資産 　機械装置及び運搬具 13,040

合計 16,795
 

当社グループは、原則として、事業用資産については事業の種類を考慮してグルーピングを行い、遊休資産等

については個別資産ごとにグルーピングを行っております。

営業損益が継続してマイナスとなっている事業用資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、16,795

千円を減損損失として特別損失に計上しております。なお、当資産の回収可能価額は使用価値により測定してお

り、将来キャッシュ・フローがマイナスであることから備忘価額により評価しております。
 

　※４　災害による損失

前第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

2018年の台風21号及び2019年の台風19号等により被害を受けた損失額であります。
 

当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

2020年の台風10号により被害を受けた損失額であります。
 

　※５　固定資産解体撤去費用

前第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

本社工場の老朽化した建造物の解体・撤去に関する費用であります。
 

当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

本社工場の老朽化した建造物の解体・撤去に関する費用であります。
 

　※６　事業整理損

前第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

該当事項はありません。
 

当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

当社における帽子事業の撤退に伴う損失額23,985千円及び当社における館林工場閉鎖に伴う損失額191,765千円

であります。館林工場閉鎖に伴う損失の内訳は、原状回復費用129,019千円、減損損失48,048千円、その他関連費

用14,697千円であります。なお、減損損失の内容は以下の通りであります。

(単位：千円)

場所 事業部門 用途 種類 減損損失金額

当社館林工場 工業資材 事業用資産

　建物及び構築物 31,788

　機械装置及び運搬具 16,102

　その他 158

合計 48,048
 

当社グループは、原則として、事業用資産については事業の種類を考慮してグルーピングを行い、遊休資産等

については個別資産ごとにグルーピングを行っております。

2020年11月に当社館林工場の閉鎖に関する取締役会決議を行い、収益を見込めなくなった事業用資産につい

て、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、48,048千円を事業整理損に含めて特別損失に計上しております。な

お、当資産の回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローがマイナスであることから

備忘価額により評価しております。
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　※７　火災損失

前第３四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年12月31日)

該当事項はありません。
 

当第３四半期連結累計期間(自　2020年４月１日　至　2020年12月31日)

2020年10月30日に当社一関工場（主な生産製品：自動車資材）において発生した火災事故による損失額であ

り、その内訳は、有形固定資産の滅失損失104,000千円、たな卸資産の滅失損失1,908千円、その他関連費用1,111

千円であります。

なお、火災保険の付保による保険金の受取額については未確定のため、受取保険金を計上していません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

減価償却費 196,047千円 190,183千円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 60,558 65 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
 

当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 4,658 5 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車
資材

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,359,646 2,452,305 2,214,131 6,026,082 367,845 6,393,928

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － － －

計 1,359,646 2,452,305 2,214,131 6,026,082 367,845 6,393,928

セグメント利益 53,981 367,780 109,928 531,690 12,596 544,286
 

　(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気資材事業、衣料資材事業及び帽子
帽材事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 531,690

「その他」の区分の利益 12,596

全社費用(注) △627,776

棚卸資産の調整額 6,066

その他の調整額 △3,223

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △80,647
 

 (注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

 (固定資産に係る重要な減損損失)

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他 合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車
資材

計

減損損失 － － 10,984 10,984 － 10,984
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車
資材

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,382,961 2,218,609 1,465,223 5,066,794 264,195 5,330,990

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ － － － － －

計 1,382,961 2,218,609 1,465,223 5,066,794 264,195 5,330,990

セグメント利益又は損失（△） 51,605 323,249 △55,547 319,308 △25,814 293,494
 

　(注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電気資材事業、衣料資材事業及び帽子
帽材事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 319,308

「その他」の区分の損失（△） △25,814

全社費用(注) △542,389

棚卸資産の調整額 4,017

その他の調整額 2,911

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △241,966
 

 (注) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

 (固定資産に係る重要な減損損失)

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他 合計
環境・エネル
ギー資材

工業資材
建装・自動車
資材

計

減損損失 3,754 － 13,040 16,795 － 16,795

事業整理損 － 48,048 － 48,048 － 48,048

合計 3,754 48,048 13,040 64,844 － 64,844
 

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

(会計上の見積りの変更)に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、たな卸資産に係る収益性の低下の事実

をより適切に財政状態及び経営成績に反映させるため、帳簿価額を切り下げる率を変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「環境・エネルギー資材」のセグメント利

益が47,248千円減少し、「工業資材」のセグメント利益が22,637千円減少し、「建装・自動車資材」のセグメント

損失が5,410千円増加し、「その他」のセグメント損失が9,715千円増加しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

　１株当たり四半期純損失（△） △205円57銭 △551円15銭

  (算定上の基礎)   

 親会社親会社株主に帰属する四半期純損失（△）(千円) △191,519 △513,479

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純損失（△）(千円)

△191,519 △513,479

 普通株式の期中平均株式数(千株) 931 931
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月10日

株式会社フジコー

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

大阪事務所

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 梅   田   佳　　成 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　槻　　櫻　　子 印

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

コーの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジコー及び連結子会社の2020年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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